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第
二
十
七
回
羽
島
商
工
会
議
所
通
常
議
員
総
会
を
次
の
日
時
で
開
催
致

し
ま
す
。 

　
常
議
員
・
議
員
・
監
事
の
皆
様
方
は
、
別
途
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
是
非
と
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

日
　
時
　
　
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日
（
金
） 

　
　
　
　
　
午
後
四
時
よ
り 

場
　
所
　
　
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
　
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
　 

　
六
月
は
当
商
工
会
議
所
会
費

の
納
入
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
度
会
費
納
付

書
を
六
月
十
五
日
に
送
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
六
月
三
十
日
ま

で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
（
市

内
の
場
合
手
数
料
不
要
）
又
は
、

本
所
窓
口
に
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
た
事

業
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月

三
十
日
に
ご
指
定
の
預
金
口
座

よ
り
引
落
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

青
年
部
主
催 

　
五
月
二
十
二
日
（
金
）
羽
島

市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
独
自

の
「
公
開
朝
礼
」
が
マ
ス
コ
ミ

等
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
「
居
酒
屋
て
っ
ぺ
ん
」
代
表

取
締
役
　
大
嶋
啓
介
氏
を
お
招

き
し
「
人
が
輝
く
！
夢
力
〜
あ

な
た
の
夢
が
叶
う
法
則
〜
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
（
羽
島
青
年
会
議
所
と
の

共
催
事
業
） 

「
言
葉
を
変
え
れ
ば
感
情
が
変

わ
る
。
感
情
が
変
わ
れ
ば
行
動

が
変
わ
る
。
行
動
が
変
わ
れ
ば

人
生
が
変
わ
る
」
と
、
本
講
演

の
根
幹
で
あ
り
、
人
生
の
方
程

式
と
も
い
え
る
大
嶋
氏
の
考
え

方
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
人
間
の
脳
は
計
り
知
れ
な
い

潜
在
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
に

は
、
常
に
プ
ラ
ス
思
考
と
な
る

言
葉
を
選
び
、
何
を
す
る
に
も

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
状
態
に
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
思
考
条
件
が
プ
ラ
ス
で
あ
る

の
か
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
の
か
に

よ
っ
て
、
そ
の
人
が
選
択
す
る

行
動
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
の

で
、
総
じ

て
人
生
が

変
わ
る
結

果
と
な
る

の
で
す
。

特
に
心
の

状
態
は
思
考
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
た
め
、
常
に
プ
ラ
ス
と

な
る
言
葉
を
選
択
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。 

　
な
か
で
も
感
謝
の
言
葉
が
最

高
で
あ
り
、
誰
か
の
為
に
が
ん

ば
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、

能
力
発
揮
を
後
押
し
す
る
と
の

こ
と
。
こ
の
逆
に
愚
痴
や
不
満

の
言
葉
は
マ
イ
ナ
ス
を
引
き
寄

せ
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
周
り

の
人
の
能
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

最
悪
の
場
合
に
は
他
人
の
人
生

を
狂
わ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。 

　
身
近
な
例
と
し
て
、
親
が
仕

事
か
ら
帰
り
「
疲
れ
た
」
と
発

し
た
時
、
そ
れ
を
聞
く
子
ど
も

た
ち
は
そ
の
瞬
間
に
夢
を
失
う

と
の
こ
と
。
親
の
「
疲
れ
た
」

の
言
葉
と
そ
の
表
情
か
ら
、
仕

事
へ
の
嫌
悪
感
を
覚
え
、
仕
事

に
対
す
る
夢
を
失
く
し
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。 

　
仕
事
か
ら
帰
っ
た
時
に
は
、

子
供
た
ち
に
笑
顔
で
接
し
て
欲

し
い
、
親
の
姿
や
発
す
る
言
葉

一
つ
で
子
ど
も
た
ち
の
未
知
な

る
能
力
が
左
右
さ
れ
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。 

大
嶋
啓
介
氏
講
演
会
開
催

大
嶋
啓
介
氏
講
演
会
開
催 

大
嶋
啓
介
氏
講
演
会
開
催 

会
費
納
入
の
お
願
い 
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五
月
二
十
一
日
午
後
二
時
よ

り
本
所
青
年
部
研
修
室
に
て
、

当
所
職
員
　
近
藤
義
博
（
特
定

社
会
保
険
労
務
士
）
に
よ
り
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
九
名
の
方
が
参
加
さ

れ
、
制
度
の
概
要
、
認
定
申
請

や
支
給
申
請
の
書
き
方
な
ど
、

講
師
の
担
当
実
例
を
交
え
た
説

明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
ま
た

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
個
別
相

談
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
、
昨

今
の
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、

多
く
の
製
造
業
を
中
心
に
生
産

調
整
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
昨
年
十
二
月
に

既
存
制
度
を
拡
充
す
る
形
で
新

た
に
創
設
さ
れ
、
事
業
活
動
の

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
中
小

企
業
事
業
主
が
、
社
員
を
一
時

的
に
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
出

向
さ
せ
た
場
合
に
賃
金
等
の
一

部
が
助
成
さ
れ
る
内
容
で
す
。 

　
制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る

た
め
、
制
度
創
設
時
に
比
べ
て
、

利
用
条
件
が
か
な
り
緩
和
さ
れ

て
き
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
従
業
員
の
解
雇
を
行
な

わ
な
い
企
業
へ
は
助
成
率
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。 

　
当
制
度
の
詳
細
、
申
請
書
作

成
に
関
す
る
実
務
、
計
画
等
の

ご
相
談
は
中
小
企
業
相
談
所
ま

で
お
尋
ね
下
さ
い
。 

　
各
企
業
に
あ
っ
た
計
画
作
成

や
申
請
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
羽
島
商
工
会
議
所 

　
　
　
　
中
小
企
業
相
談
所
内 

　
担
当
　
近
藤
義
博
　 

　
（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
） 

1
三
九
二
―
九
六
六
四 

  

　
五
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
九

日
に
か
け
て
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
、

運
輸
・
通
信
の
各
部
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

二
十
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
の
承
認
、
二
十
一
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
の
決
定
が
な

さ
れ
ま
し
た
。 

　
各
部
会
の
今
年
度
事
業
計
画

に
は
、
親
睦
・
情
報
交
換
の
た

め
の
講
演
会
、
視
察
研
修
事
業

等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

部
会
総
会
・
事
業
の
ご
案
内 

・
一
般
商
業
部
会
　
総
会 

日
　
時
　
六
月
十
二
日
（
金
）

場
　
所
　
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ 

・
金
融
・
保
険
部
会
　
総
会 

日
　
時
　
六
月
十
八
日
（
木
）

場
　
所
　
羽
島
商
工
会
議
所 

・
建
設
部
会
　
総
会 

日
　
時
　
六
月
十
九
日
（
金
）

場
　
所
　
羽
島
商
工
会
議
所 

・
繊
維
加
工
・
卸
部
会
　
総
会 

日
　
時
　
六
月
二
十
二
日
（
月
）

場
　
所
　
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ 

・
繊
維
工
業
部
会
　
総
会 

日
　
時
　
六
月
二
十
二
日
（
月
）

場
　
所
　
（
有
）
吉
川
家 

・
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
部
会 

視
察
研
修
旅
行 

日
　
時
　
七
月
十
三
日
（
月
） 

視
察
先
　
高
山
・
郡
上
八
幡 

　
既
に
部
会
員
様
に
は
郵
送
に

て
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

開
催
期
間 

　
七
月
一
日
〜 

　
　
　
七
月
三
十
一
日  

開
催
場
所
　 

　
大
賀
ハ
ス
園 

　
【
羽
島
市
桑
原
町
前
野
】 

※
駐
車
場
有
り 

 

　
羽
島
市
の
大
賀
ハ
ス
は
、
当

市
が
古
く
か
ら
レ
ン
コ
ン
の
産

地
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭

和
五
十
四
年
の
市
制
二
十
五
周

年
と
新
幹
線
岐
阜
羽
島
駅
開
設

十
五
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

千
葉
市
よ
り
譲
り
受
け
、
栽
培

に
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
ま
つ
り
会
場
の
ハ
ス
園
（
広

さ
約
五
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）

で
は
、
水
面
を
覆
う
緑
の
大
き

な
葉
の
上
に
、
直
径
二
十
セ
ン

チ
ほ
ど
の
薄
紅
色
の
大
輪
の
花

が
あ
ち
こ
ち
に
開
花
し
ま
す
。

　
太
古
の
夢
を
語
り
継
ぐ
ロ
マ

ン
の
花｢

大
賀
ハ
ス｣

が
皆
様
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
訪
れ
て
み
て
下
さ
い
。 

お
問
合
せ
先 

　
羽
島
市
商
工
観
光
課 

　
羽
島
市
観
光
協
会 

　
1
三
九
二
―
九
九
四
三 

 

　
五
月
二
十
八
日
に
当
所
の
総

務
・
財
政
委
員
会
を
開
催
し
、

平
成
二
十
年
度
収
支
決
算
及
び

財
産
目
録
等
に
つ
い
て
、
事
務

局
か
ら
内
容
説
明
を
受
け
、
審

議
い
た
し
ま
し
た
。 

　
平
成
二
十
年
度
決
算
の
結
果
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
剰
余

金
合
計
は
、
前
年
度
に
比
べ
約

八
十
万
円
増
加
し
、
千
六
百
八

十
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
決
算
は
、
事
業
報
告
と

共
に
常
議
員
会
を
経
て
、
六
月

二
十
六
日
の
通
常
議
員
総
会
で

承
認
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

総
務
・
財
政
委
員
会
開
催

総
務
・
財
政
委
員
会
開
催 

総
務
・
財
政
委
員
会
開
催 

部
会
活
動
報
告

部
会
活
動
報
告 

部
会
活
動
報
告 
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こ
ん
な
お
悩
み
な
い
で
す
か
？ 

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
構
築
し
た

い
が
、
何
を
ど
う
い
う
手
順

で
進
め
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。 

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
も
の
の
ア
ク
セ
ス
数
が
少

な
く
、
経
営
面
に
イ
ン
パ
ク

ト
が
な
い
。 

○
工
程
進
捗
・
部
材
在
庫
・
納

期
等
の
生
産
工
程
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
化
し
た
い
。 

○
Ｉ
Ｔ
に
関
し
て
な
に
か
困
っ

た
時
に
、
身
近
に
気
軽
に
相

談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
。 

Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
と
は 

　
今
や
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
欠

か
せ
な
い
Ｉ
Ｔ
で
す
が
、
そ
の

能
力
を
充
分
活
用
し
て
い
る
事

例
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
売
上

ア
ッ
プ
や
販
路
開
拓
に
貢
献
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
企
業
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
財
団
法
人
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

パ
ン
で
は
、
平
成
十
七
年
度
よ

り
県
内
企
業
の
Ｉ
Ｔ
活
用
を
支

援
す
る
た
め
、
各
企
業
に
直
接

訪
問
し
て
、
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
情

報
提
供
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

構
築
支
援
等
を
中
立
的
な
立
場

で
行
う
「
中
部
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援

隊
ぎ
ふ
事
業
」
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。 

                  

ソ
フ
ト
ピ
ア
相
談
員
に
よ
る
相

談
や
支
援
は
無
料
で
す
。
　 

　
経
験
豊
富
な
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ

ャ
パ
ン
相
談
員
が
会
社
に
お
伺

い
し
、
相
談
・
支
援
を
行
な
い

ま
す
。 

　
無
料
で
、
回
数
制
限
等
あ
り

ま
せ
ん
。
　
い
つ
で
も
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。
　 

専
門
的
な
支
援
が
必
要
な
場
合

に
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
派

遣
し
ま
す
。（
有
償
　
年
間
五
回
）

　
相
談
員
が
伺
っ
た
案
件
の
中
で
、

専
門
的
支
援
が
必
要
な
場
合
に
は
、

各
分
野
に
特
化
し
た
専
門
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
派
遣
し
ま
す
。

　
派
遣
費
用
の
２
／
３
は
ソ
フ

ト
ピ
ア
が
負
担
し
ま
す
の
で
、

ご
負
担
い
た
だ
く
金
額
は
一
回

に
つ
き
一
万
円
、
派
遣
回
数
は

年
間
五
回
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。 

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
を
直
接
ご
紹
介

し
ま
す
。 

　
昨
年
の
十
月
一
日
、
本
所
と

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
共
催
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
立
案
計

画
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

大
変
好
評
に
つ
き
、
こ
の
秋
第

二
弾
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た

し
ま
す
。 

　
詳
細
は
会
報
、
チ
ラ
シ
に
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

　
相
談
や
詳
し
い
お
問
い
合
せ
は
、

中
部
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
ぎ
ふ
事

務
局
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

財
団
法
人
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン 

電
話 

〇
五
八
四
‐
七
七-

一
一

七
七   

メ
ー
ル 

ita
d
@
so
fto
p
ia
.o
r.jp

Ｈ
Ｐ 

h
ttp
://o
u
e
n
ta
i.o
rg
/

 

中
部
中
部
I
T
I
T
経
営
応
援
隊
ぎ
ふ

経
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※金融、労働・年金、経営・技術のご相談は、お電話にて 
　ご予約ください。 

金融 
要予約 

経営技術 
要予約 

要予約 

労働年金 

相　談　日　等 

※小口融資のお問い合わせは、 
　羽島市商工観光課（1392-1111）まで 

お問い合わせ 
中小企業相談所　　392－9664

【日本政策金融公庫】  
　　　　マル経資金…………2.10％ 
　 　 　 普 通 貸 付…………2.40％ 
【羽島市融資制度】  
　 　　 小口融資…………0.75％ 

事業資金の融資相談、融資制度
の説明等にご利用下さい。 
【日　時】6月24日(水） 
　　　　10：00～12：00 
【場　所】本所２Ｆ婦人部研修室 
【相談員】日本政策金融公庫 
 
日々の記帳でわからないこと、帳
簿の付け方の指導を希望される
方など、ご利用下さい。 
【日　時】 
　6月25日（木）　10：00～正午 
　6月26日（金）　14：00～16：00
　7月８日（水）　19：00～21：00 
【相談員】税理士（夜間のみ）・本所職員 
 
労働、年金に関する問題で、なに
かお困りではありませんか？ 
【日　時】6月25日(木） 
　　　　13：00～16：00 
【場　所】本所３Ｆ青年部研修室 
【相談員】特定社会保険労務士 
 
モノづくりセンターの移動相談窓口。 
専門技術支援のご相談に。 
【日　時】6月15日(月） 
　　　　13：00～16：00 
【場　所】本所２Ｆ常議員室 
【相談員】モノづくりセンター 

　
商
工
会
議
所
で
は
、
源
泉
所

得
税
の
計
算
・
納
付
方
法
に
つ

い
て
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
納
付
期
限
は
七
月
十
日

（
金
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期

限
を
守
り
、
お
早
め
に
窓
口
ま

で
お
越
し
下
さ
い
。 

※
用
意
す
る
も
の 

・
給
与
支
払
い
額
の
わ
か
る
物

（
給
与
明
細
の
控
え
な
ど
） 

・
平
成
二
十
年
・
二
十
一
年
の

　
源
泉
徴
収
簿 

・
Ｏ
Ｃ
Ｒ
専
用
納
付
書 

・
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等

　（
異
動
）
報
告
書 

※
お
願
い 

・
Ｏ
Ｃ
Ｒ
専
用
納
付
書
は
本
所

に
予
備
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
す
み
や
か

に
税
務
署
に
て
再
発
行
の
手
続

き
を
行
っ
て
下
さ
い
。 

源
泉
徴
収
制
度 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
専
従
者
等

の
給
与
所
得
は
、
給
与
等
の
支

払
い
者
が
所
得
税
額
を
計
算
し
、

給
与
支
払
の
都
度
そ
の
税
額
を

差
し
引
い
て
支
給
し
、
代
わ
っ

て
所
得
税
を
納
め
る
よ
う
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
源

泉
徴
収
制
度
」
と
い
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
事
業
主
の
方
が

従
業
員
等
か
ら
預
か
っ
た
源
泉

所
得
税
は
、
す
み
や
か
に
国
に

納
付
す
る
義
務
が
発
生
し
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
源
泉
徴
収
し
た

所
得
税
は
、
翌
月
の
十
日
ま
で

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

納
期
の
特
例 

　
し
か
し
、
事
業
規
模
が
小
さ

く
専
任
事
務
員
が
い
な
い
場
合

な
ど
、
毎
月
納
税
す
る
こ
と
は

事
務
負
担
も
多
く
大
変
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
給
与
の
支
給
人
数

が
十
人
未
満
で
あ
る
場
合
は
、

税
務
署
に
「
源
泉
所
得
税
の
特

例
の
承
認
に
関
す
る
申
請
書
」

を
提
出
し
承
認
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
年
二
回
に
ま
と
め
て

納
税
で
き
る
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

☆
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に

源
泉
徴
収
し
た
所
得
税 

　 

納
付
期
限
七
月
十
日  

☆
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間

に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税 

　 

納
付
期
限
翌
年
一
月
十
日 

記帳 

外
国
人
雇
用
は

外
国
人
雇
用
は 

ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に

ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に 

外
国
人
雇
用
は 

ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に 
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国
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研
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生
受
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説
明
会

外
国
人
研
修
生
受
入
説
明
会 

外
国
人
研
修
生
受
入
説
明
会 

七
月
十
日
は
源
泉
所
得
税

七
月
十
日
は
源
泉
所
得
税 

　
　
納
期
特
例
の
納
付
期
限
で
す

　
　
納
期
特
例
の
納
付
期
限
で
す 
七
月
十
日
は
源
泉
所
得
税 

　
　
納
期
特
例
の
納
付
期
限
で
す 

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
」
で
す
。 

◎
外
国
人
労
働
者
（
一
部
除
く
）

の
雇
用
・
離
職
の
際
、
氏
名
、

在
留
資
格
、
在
留
期
間
等
に
つ

い
て
確
認
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
の
届
出
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。 

◎
外
国
人
の
方
を
雇
い
入
れ
る

場
合
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

◎
在
留
期
限
経
過
者
、
観
光
目

的
等
の
在
留
資
格
で
の
入
国
者

を
雇
用
す
る
と
「
不
法
就
労
助

長
罪
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

◎
外
国
人
労
働
者
も
日
本
人
と

同
様
に
労
働
関
係
法
令
が
適
用

さ
れ
ま
す
。 

◎
外
国
人
労
働
者
を
雇
い
入
れ

る
際
に
は
、
労
働
条
件
に
つ
い

て
「
書
面
の
交
付
」
に
よ
る
明

示
が
必
要
で
す
。 

◎
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理

の
改
善
や
職
業
生
活
上
の
問
題

等
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
雇
用

管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
岐
阜
労

働
局
職
業
対
策
課
（
1
二
六
三

―
五
五
六
三
）
ま
た
は
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
岐
阜
（
1
二
四
七
―

三
二
一
一
）
へ
。 

  

　
第
十
六
期

羽
島
商
工
会

議
所
外
国
人

研
修
生
受
入

事
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

新
規
に
外
国
人
研
修
生
の
受
入

を
希
望
さ
れ
る
企
業
の
方
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
六
月
二
十
二
日
（
月
）

　
　
　
午
後
二
時 

場
所
　
羽
島
商
工
会
議
所 

申
込
　
六
月
十
九
日
ま
で
に
電

話
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。 

1
三
九
二
―
九
六
六
四 




